
執　
筆　
者　
紹　
介
（
掲
載
順
） 

豊
島
重
之
（
と
し
ま
・
し
げ
ゆ
き
）

一
九
四
六
年
八
戸
生
ま
れ
・
在
住
。
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
シ

ア
タ
ー
演
出
家
。IC

A
N

O
F

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
。
精
神
科

医
。
主
な
演
出
作
品
に
『H

O
 PR

IM
ER

』『IT
A

D
O

R
I

』

『O
H

IO
 / C

A
T

A
ST

R
O

PH
E

』『D
EC

O
Y

』。
主
な
論
稿

に
「
写
真
と
い
う
島
々
／
証
言
と
い
う
無
人
島
」「
飛
び
地

の
写
真
／
写
真
の
飛
び
島
」「
写
真
は
密
航
す
る
」（
い
ず

れ
も
『photographers’  gallery press

』
掲
載
）。
編
著
に

『PA
N

T
A

N
A

L2006

』『IST
H

M
U

S2007

』『
68‒
72
＊
世
界

革
命
＊
展 

2 

0 

0 

8
』。
二
〇
〇
八
年
一
一
月
に
月
島
「
テ

ン
ポ
ラ
リ
ー
」
で
『ILLU

M
IO

LE ILLU
C

IO
LE

』
公
演
を

予
定
。

米
内
安
芸
（
よ
な
い
・
あ
き
）

八
戸
生
ま
れ
・
在
住
。
写
真
家
。IC

A
N

O
F

代
表
。
二
〇
〇 

一
年
第
一
回
展
以
来
、
全
展
に
出
品
・
写
真
集
収
録
。
二
〇 

〇
八
年
「
68‒

72
＊T

O
K

YO

月
面
着
陸
」
展
示
。
本
誌
の

た
め
に
同
展
の
展
示
風
景
を
撮
影
。

比
嘉
豊
光
（
ひ
が
・
と
よ
み
つ
）

一
九
五
〇
年
沖
縄
読
谷
生
ま
れ
・
在
住
。
写
真
家
。
琉
球
弧

を
記
録
す
る
会
。
二
〇
〇
七
年
那
覇
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
北

島
敬
三
ら
と
共
に
「
写
真
０
年　

沖
縄
」
展
を
企
画
・
展
示
。

『
わ
っ
た
ー
〈
島
ク
ト
ゥ
バ
で
語
る
戦
世
〉
6 

8 

4
』
他
写

真
集
・
個
展
多
数
。

月
舘
敏
栄
（
つ
き
だ
て
・
と
し
え
い
）

一
九
五
一
年
三
戸
生
ま
れ
・
八
戸
在
住
。
建
築
家
。
八
戸
工

業
大
学
工
学
部
建
築
工
学
科
教
授
。IC

A
N

O
F

メ
ン
バ
ー
。

二
〇
〇
一
年
第
一
回
展
写
真
集
に
「
ペ
ー
族
」、
第
三
回
展

写
真
集
に
「
イ
ヴ
ァ
ン
族
」
の
建
築
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
写

真
・
テ
ク
ス
ト
を
収
録
。

倉
石
信
乃
（
く
ら
い
し
・
し
の
）

一
九
六
三
年
長
野
生
ま
れ
。
写
真
史
・
近
現
代
の
美
術
批

評
。
明
治
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
准
教
授
。
著
書
『
反

写
真
論
』（
河
出
書
房
新
社
）。
共
著
『
ヌ
ー
ド
写
真
の
展
開
』

（
有
隣
堂
）、『
明
る
い
窓　

風
景
表
現
の
近
代
』（
大
修
館
書

店
）
他
。
二
〇
〇
八
年IC

A
N

O
F

展
で
、
須
山
悠
里
と
の

共
作
で
映
像
作
品
に
初
挑
戦
。

北
島
敬
三
（
き
た
じ
ま
・
け
い
ぞ
う
）

一
九
五
四
年
長
野
生
ま
れ
。
写
真
家
。
一
九
八
三
年
木
村

伊
兵
衛
賞
、
二
〇
〇
七
年
伊
奈
信
男
賞
。
自
主
運
営
ギ
ャ

ラ
リ
ー
「photographers’ gallery

」
を
拠
点
と
し
て
写
真

批
評
誌
『photographers’ gallery press

』
刊
行
と
共
に

『PO
R

T
R

A
IT

S
』『PLA

C
ES

』
シ
リ
ー
ズ
を
制
作
中
。
写

真
集
・
個
展
多
数
。

平
倉
圭
（
ひ
ら
く
ら
・
け
い
）

一
九
七
七
年
横
浜
生
ま
れ
。
美
術
家
。
美
術
・
映
画
理
論
。

東
京
大
学
U 

T 

C 

P
特
任
研
究
員
。
小
林
康
夫
編
『
美
術
史

の
7
つ
の
顔
』（
未
来
社
）
所
収
の
「
ベ
ラ
ス
ケ
ス
と
顔
の

先
触
れ
」「
斬
首
、
テ
ー
ブ
ル
、
反
-光
学
」
他
、
論
稿
多
数
。

唐
十
郎
（
か
ら
・
じ
ゅ
う
ろ
う
）

一
九
四
〇
年
東
京
生
ま
れ
。
俳
優
・
劇
作
家
・
演
出
家
。

六
三
年
劇
団
状
況
劇
場
を
旗
揚
げ
。
六
七
年
、
新
宿
花
園

神
社
に
初
め
て
紅
テ
ン
ト
を
建
て
、『
腰
巻
お
仙
』
を
上
演
。

六
九
年
『
少
女
仮
面
』
で
岸
田
國
士
戯
曲
賞
受
賞
。
八
七

年
唐
組
を
結
成
、
八
八
年
『
さ
す
ら
い
の
ジ
ェ
ニ
ー
』
上

演
。
現
在
ま
で
ほ
ぼ
年
二
回
の
ペ
ー
ス
で
新
作
上
演
を
続
け

る
。
第
四
二
回
公
演
『
ジ
ャ
ガ
ー
の
眼
・ 

2 

0 

0 

8
』
を

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
に
吉
祥
寺
・
井
の
頭
公
園
と
雑
司
ヶ

谷
・
鬼
子
母
神
で
行
う
。

津
村
喬
（
つ
む
ら
・
た
か
し
）

一
九
四
八
年
東
京
生
ま
れ
。
気
功
師
。
早
稲
田
大
学
第
一
文

学
部
（
中
退
）
在
学
中
よ
り
文
筆
活
動
を
開
始
。
一
九
六
四

年
に
初
訪
中
、
気
功
と
太
極
拳
に
ふ
れ
る
。
同
時
に
南
京
大

虐
殺
を
は
じ
め
日
本
軍
の
し
て
き
た
こ
と
に
ふ
れ
る
。
六
七

年
全
盛
期
の
紅
衛
兵
と
交
流
。
著
書
に
『
魂
に
ふ
れ
る
革

命
』（
ラ
イ
ン
出
版
）、『
わ
れ
ら
の
内
な
る
差
別
』（
三
一

書
房
）、『
戦
略
と
ス
タ
イ
ル
』（
田
畑
書
店
）
な
ど
か
ら

『
神
戸
難
民
日
誌
』（
岩
波
書
店
）、『
歌
い
な
が
ら
の
革
命
』

（JIC
C

出
版
局
）、『
気
功
へ
の
道
』（
創
元
社
）、『
疲
労
回

復
の
本
』（
同
朋
舎
）
な
ど
多
数
。

佐
伯
隆
幸
（
さ
え
き
・
り
ゅ
う
こ
う
）

一
九
四
一
年
広
島
生
ま
れ
。
演
劇
評
論
家
。
学
習
院
大
学
フ

ラ
ン
ス
語
圏
文
化
学
科
教
授
。
演
劇
セ
ン
タ
ー
68
／
71
創
立

に
参
加
し
、
舞
台
制
作
を
担
当
。
学
習
院
大
学
大
学
院
に
身

体
表
象
文
化
学
専
攻
を
創
設
。
主
な
著
書
に
『
異
化
す
る
時

間
』（
晶
文
社
）、『「
二
〇
世
紀
演
劇
」
の
精
神
史　

収
容
所

の
チ
ェ
ー
ホ
フ
』（
晶
文
社
）、『
現
代
演
劇
の
起
源
』（
れ
ん

が
書
房
新
社
）
等
が
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
四
月
よ
り
「
演
劇

ひ
と
り
集
団
・
モ
ヒ
カ
ン
族
、
あ
る
い
は
、「
ラ
ス
ト
・
タ
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イ
ク
ー
ン
」」
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

絓
秀
実
（
す
が
・
ひ
で
み
）

一
九
四
九
年
新
潟
生
ま
れ
。
文
芸
評
論
家
。
本
誌
編
集
委

員
。『
日
本
読
書
新
聞
』
編
集
長
、
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

専
門
学
校
講
師
な
ど
を
へ
て
、
近
畿
大
学
国
際
人
文
科
学
研

究
所
教
員
。
著
書
に
『「
帝
国
」
の
文
学
』（
以
文
社
）、『
革

命
的
な
、
あ
ま
り
に
革
命
的
な
』（
作
品
社
）、『
1 

9 

6 

8

年
』（
ち
く
ま
新
書
）
な
ど
。
共
編
著
に
『
ネ
オ
リ
ベ
化
す

る
公
共
圏
』（
明
石
書
店
）
な
ど
。
近
刊
に
『
吉
本
隆
明
の

時
代
』（
作
品
社
）、『
増
補
新
版
・
詩
的
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
舞

台
』（
論
創
社
）
が
あ
る
。

鵜
飼
哲
（
う
か
い
・
さ
と
し
）

一
九
五
五
年
東
京
生
ま
れ
。
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
思
想
。
一
橋

大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
教
員
。
著
書
に
『
抵
抗
へ
の

招
待
』（
み
す
ず
書
房
）、『
償
い
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー
』（
河

出
書
房
新
社
）、『
応
答
す
る
力
』（
青
土
社
）、『
主
権
の
か

な
た
で
』（
岩
波
書
店
）
な
ど
。
訳
書
に
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ

ダ
『
他
の
岬
』（
共
訳
、
み
す
ず
書
房
）、『
盲
者
の
記
憶
』（
み

す
ず
書
房
）、『
友
愛
の
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
』（
共
訳
、
み
す

ず
書
房
）、
ジ
ャ
ン
・
ジ
ュ
ネ
『
恋
す
る
虜
』（
共
訳
、
人
文

書
院
）、『
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
の
ア
ト
リ
エ
』

（
現
代
企
画
室
）
な
ど
。

米
谷
匡
史
（
よ
ね
た
に
・
ま
さ
ふ
み
）

一
九
六
七
年
生
ま
れ
。
社
会
思
想
史
・
日
本
思
想
史
。
東
京

外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
総
合
文
化
講
座
教
員
。
著
書
に

『
ア
ジ
ア
／
日
本
』（
岩
波
書
店
・
思
考
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）、

編
著
に
『
尾
崎
秀
実
時
評
集
』（
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
）、『
谷

川
雁
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
全
二
冊
、
岩
崎
稔
と
共
編
、
日
本

経
済
評
論
社
、
近
刊
）、
共
著
に
『
沖
縄
／
暴
力
論
』（
西
谷

修
・
仲
里
効
編
、
未
来
社
）
な
ど
。

青
柳
宏
幸
（
あ
お
や
ぎ
・
ひ
ろ
ゆ
き
）

一
九
七
六
年
生
ま
れ
。
教
育
思
想
史
。
中
央
大
学
大
学
院
博

士
後
期
過
程
在
学
中
。
共
著
に
『
教
育
の
臨
界　

教
育
的
理

性
批
判
』（
情
況
出
版
）
が
あ
る
。

ペ
ペ
長
谷
川
（
ぺ
ぺ
・
は
せ
が
わ
）

一
九
六
六
年
埼
玉
生
ま
れ
。
卒
論
と
し
て
「
ア
ル
チ
ュ
セ
ー

ル
論
」
を
書
き
、
早
稲
田
大
学
第
二
文
学
部
を
卒
業
後
、
就

職
せ
ず
そ
の
ま
ま
フ
リ
ー
タ
ー
に
。
気
が
つ
け
ば
、
だ
め

連
？
／
住
み
よ
い
東
京
を
考
え
る
会
／
か
く
め
い
せ
い
か
つ

研
究
所
。

ふ
と
ら 
の
ぶ
ゆ
き
（
太
等
信
行
）

一
九
四
八
年
岐
阜
生
ま
れ
。
D 

T 

P
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
。
東
京

学
芸
大
学
卒
業
後
、
け
や
き
印
刷
に
入
社
。『
救
援
』『
労
働

情
報
』『
解
放
新
聞
（
都
連
版
）』
な
ど
の
組
版
・
制
作
に
携

わ
る
。
一
九
九
〇
年
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
な
り
、
字
幕
書
体

の
フ
ォ
ン
ト
化
を
目
指
す
う
ち
に
字
幕
関
係
者
と
の
交
流
が

始
ま
り
、『
字
幕
文
化　

光
の
文
字
の
来
歴
』
を
執
筆
中
。

石
川
義
正
（
い
し
か
わ
・
よ
し
ま
さ
）

一
九
六
六
年
東
京
生
ま
れ
。
文
学
・
映
画
批
評
。
編
集
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
経
営
の
か
た
わ
ら
評
論
・
コ
ラ
ム
等
を
執
筆
。

論
文
に
「
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
信
仰　

ゴ
ダ
ー
ル
『
映
画
史
』

を
め
ぐ
っ
て
」（『
述
1　

近
畿
大
学
国
際
人
文
科
学
研
究
所

紀
要
』）。
ブ
ロ
グ
「
退
屈
帝
国neo2

」http://ttn2.org

（
マ

ン
ガ
家
・
月
野
定
規
と
共
同
運
営
）。

千
坂
恭
二
（
ち
さ
か
・
き
ょ
う
じ
）

一
九
五
〇
年
大
阪
生
ま
れ
。
思
想
史
。
著
書
『
歴
史
か
ら
の

黙
示
』（
田
畑
書
店
）、
共
著
『
ド
イ
ツ
・
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
を

読
む
』（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
）、
論
文
に
「
総
破
壊
の
使
徒

バ
ク
ー
ニ
ン
」「
ニ
ー
チ
ェ
、
悲
劇
の
誕
生
と
ア
リ
ア
ド
ネ
」

「
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
と
物
象
化
論
」「
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
と

フ
ァ
シ
ズ
ム
」「
エ
ル
ン
ス
ト
・
ユ
ン
ガ
ー
の
体
験
」「
蓮
田

善
明
・
三
島
由
紀
夫
と
現
代
の
系
譜
」
な
ど
。

ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ロ
ス
（K

ristin R
oss

）

一
九
世
紀
・
二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
と
文
化
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大
学
比
較
文
学
部
教
授
。
著
書
にT

he E
m

ergence 

of Social Space: R
im

baud and the Paris C
om

m
une  (U

. of 

M
innesota P.), Fast C

ars, C
lean B

odies: D
ecolonization and 

the Reordering of French C
ulture  (M

IT
 P.)

が
あ
り
、
今
回

そ
の
第
四
章
を
訳
出
し
たM

ay ’68 and Its A
fterlives  (U

. of 

C
hicago P.)

は
単
著
と
し
て
は
三
冊
目
に
当
た
る
。
数
多
く

の
フ
ラ
ン
ス
語
文
献
の
英
訳
も
あ
る
。

内
野
儀
（
う
ち
の
・
た
だ
し
）

一
九
五
七
年
京
都
生
ま
れ
。
日
米
現
代
演
劇
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
研
究
。
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
授
。

著
書
に
『
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
逆
襲　
〈
私
演
劇
〉
の
八
〇
年

代
』（
勁
草
書
房
）、『
メ
ロ
ド
ラ
マ
か
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

へ　

二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
演
劇
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
）、

『
知
の
劇
場
、
演
劇
の
知
』（
共
著
、
ぺ
り
か
ん
社
）
他
。

一
九
九
八
年
か
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
の
学
術
誌T

D
R

（M
IT

 Press

）
のC

ontributing Editor

。
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